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ダクタイル鋳鉄管(GX形) 直管

図面名称

制　定

改　定

縮　尺R7.10

１－１図　番

ダクタイル鋳鉄管（GX）　直管

<引用・転載元>

GXダクタイル鋳鉄管　JDPA G 1049

著者:(一社)日本ダクタイル鉄管協会

志木市上下水道部水道施設課



配水用ポリエチレン管 直管
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注記　この図は寸法説明図であって、設計上の構造を規制するものではない。

寸法は参考値である。

直管の寸法　参考値 EF受口付直管の寸法　参考値

図面名称

制　定

改　定

縮　尺R7.10

１－２図　番

水道配水用ポリエチレン管　直管

<引用・転載元>

水道配水用ポリエチレン管　PTC K 03:2024

著者:配水用ポリエチレンパイプシステム協会

志木市上下水道部水道施設課



ダクタイル鋳鉄管用　ポリエチレンスリーブの表示

　スリーブの表示は、外側の見やすい場所に、次の事項を明示したものとする。

（１）水道用品の記号

（２）製造者名又はその略号
（３）呼び径

（４）粉体塗装管※

　※ダクタイル鋳鉄管路には、「粉体塗装管」の表示のポリエチレンス
　　 リーブを使用することを原則とする。

ポリエチレンスリーブ参考図（呼び径７５の例）

単位:mm

水道配水用ポリエチレン管用　溶剤浸透防護スリーブの表記

　スリーブの表示は、外側の見やすい場所に、次の事項を明示したものとする。

（１）製品名

（２）呼び径
（３）製造者名またはその略号

溶剤浸透防護スリーブ参考図（呼び径７５の例）

単位:mm

※寸法表示は仕様を規制するものではない。

埋設シートの規格

（１）主材料・幅

（２）長さ

埋設シート参考図

水道管注意
この下に水道管あり立会いを求めてください

（３）折込み

（４）シートの色

（５）文字の色

※管探知が、容易に行えるよう、原則アルミシートを使用すること。

φ150まで：アルミ・150mm

φ200以上：ポリエチレンクロス・400mm

50m巻

２倍折込品

青色

黒色

図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

１－３図　番

※寸法表示は仕様を規制するものではない。

上水道

2025

上水道

2025

上水道

2025

管明示テープの表示

（１）表示内容　　　「上水道　埋設年号」

※埋設年号は事業年度(４月～３月）を基本とする。おおよそ前後３か　

　月程は許容できるとし、その場合は都度担当者との打合せとする。

（２）幅　　　　　30mm幅(±1.0mm)

（３）長さ　　　　20m(以上)

（４）厚み　　　　0.18mm(±0.02mm)

（５）テープの色　青色

（６）文字の色　　白色　　　　　

志木市上下水道部水道施設課

ポリエチレンスリーブ、埋設シート

管明示テープ　表記例

管明示テープ参考図



図面名称

制　定

改　定

縮　尺R7.10

２－１図　番

不断水割T字管　φ50～150

志木市上下水道部水道施設課



図面名称

制　定

改　定

縮　尺R7.10

２－２図　番

不断水割T字管　φ200～300

志木市上下水道部水道施設課



図面名称

制　定

改　定

縮　尺R7.10

２－３図　番

志木市上下水道部水道施設課

不断水割T字管(ソフトシール仕切弁付)
φ75～300



図面名称

制　定

改　定

縮　尺R7.10

２－４図　番

不断水簡易仕切弁　φ75～300

志木市上下水道部水道施設課



<引用・転載元>

水道用バルブ便覧 改定５版

著者：(一社)水道バルブ工業会

図面名称

制　定

改　定

縮　尺R7.10

２－５図　番

ソフトシール仕切弁　GX形　JWWA B 120

志木市上下水道部水道施設課



<引用・転載元>

水道用バルブ便覧 改定５版

著者：(一社)水道バルブ工業会

図面名称

制　定

改　定

縮　尺R7.10

２－６図　番

水道配水用ポリエチレン管挿口付

ソフトシール仕切弁 JWWA B 120

志木市上下水道部水道施設課



構造形状及び寸法

<引用・転載元>

水道用バルブ便覧 改定５版

著者：(一社)水道バルブ工業会

図面名称

制　定

改　定

縮　尺R7.10

２－７図　番

バタフライ弁 JWWA B 120

志木市上下水道部水道施設課
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本図は、寸法説明図であって、設計上の構造を規制するものではない。

消火栓は、JWWA B 103 準拠品とする。

消火栓の塗装仕様は、内外面エポキシ樹脂粉体塗装とする。

排気弁の能力は、JWWA B 137 急速空気弁 25mm以上とする。

キャップは右開きとする。

図面名称

制　定

改　定

縮　尺R7.10

２－８図　番

排気弁付地下式消火栓(水吐弁) 2種 75mm

志木市上下水道部水道施設課



図面名称 φ500 消火栓鉄蓋(T-25)

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

３－１図　番

※本図は寸法説明図であって、設計上の構造を規制するものではない。
志木市上下水道部水道施設課
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図面名称 φ500 空気弁・水吐弁鉄蓋(T-25)

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

３－２図　番

※本図は寸法説明図であって、設計上の構造を規制するものではない。
志木市上下水道部水道施設課
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鉄蓋は以下の構造を有するものとする。

1) 蓋の表面には、維持管理のための表示キャップ、口径キャップが取

付け可能な構造であること。表示及びキャップの内容は右表の通り

とする。

2) 蓋と受枠との接触面は、機械加工して急勾配受けとし、蓋のがたつ

きを防止出来る構造であること。また、勾配は衝撃による蓋の飛上

がりを防止出来る角度とし、蓋の互換性を有すること。

3) 蓋は、雨水及び土砂の流入を極力防止するため、開閉器具用穴を自

動的に閉塞出来る閉塞蓋を取付けた構造であること。

4) 蓋は、専用開閉器具の使用により軽く開放できる構造であること。

5) 蓋と受枠とは、蓋の逸脱防止のため蝶番にて連結出来る構造とし、

蓋は360°水平旋回が可能であること。

6) 蝶番は、雨水及び土砂の流入が防止出来る様、蓋裏取付け構造と

し、蓋と受枠との着脱が可能であること。

7) 受枠は、上部枠、下部枠それぞれに設けたねじによって、据付け後

においても周辺路面を掘削することなく嵩上げ嵩下げ専用工具を用

いることで嵩上げ、嵩下げができること。

8) 受枠は、上部枠と下部枠をねじを切ったリングを締付けることで固

定する構造とする。また、嵩上げ、嵩下げ後は上部枠と下部枠のが

たつきが生じていないことを１年毎に確認し、「ミニねじ式仕切弁

筺　取扱説明書」により専用工具を使用してリングの締付けを実施

する。

9) 受枠のフランジは、ボックスの上部壁と、ボルトにて緊結できる構

造であること。ボルトは、JIS B 0205-4及びJIS B 0209-1に規定す

るM12を標準とする。

10)受枠のフランジは、転圧性を考慮したリブの無い構造とすること。

表示キャップ表記例

口径キャップ表記例

図面名称 表示キャップ　形式

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

３－３図　番

志木市上下水道部水道施設課



図面名称 鉄蓋設置標準図

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

３－４図　番

志木市上下水道部水道施設課



※本図は寸法説明図であって、設計上の構造を規制するものではない

図面名称 仕切弁筐　単体図

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

３－５図　番

志木市上下水道部水道施設課



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

３－６図　番

弁筐設置標準図

空気弁 フランジ付Ｔ字管

志木市上下水道部水道施設課



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

３－７図　番

弁筐設置標準図

空気弁 水道配水用ポリエチレン両受Ｔ字管

志木市上下水道部水道施設課



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

３－８図　番

弁筐設置標準図

水吐弁 渦巻式フランジ付Ｔ字管

志木市上下水道部水道施設課



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

３－９図　番

弁筐設置標準図

水吐弁 PE挿口付渦巻Ｔ字管

志木市上下水道部水道施設課



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

３－１０図　番

弁筐設置標準図

消火栓 フランジ付Ｔ字管

志木市上下水道部水道施設課



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

３－１１図　番

弁筐設置標準図

消火栓 水道配水用ポリエチレン両受Ｔ字管

志木市上下水道部水道施設課



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

３－１２図　番

仕切弁筐設置工図(土被りH=700mm)

志木市上下水道部水道施設課



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

３－１３図　番

仕切弁筐設置工図(土被りH=800mm)

志木市上下水道部水道施設課



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

３－１４図　番

仕切弁筐設置工図(土被りH=900mm)

志木市上下水道部水道施設課



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

３－１５図　番

仕切弁筐設置工図(土被りH=1000mm)

志木市上下水道部水道施設課



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

３－１６図　番

仕切弁筐設置工図(土被りH=1200mm)

志木市上下水道部水道施設課



公道 宅地内

官

民

境

界

止水機能付EFサドル(防食フィルム）
分岐口径φ25

EFソケットφ25

埋設型メータセット
※φ20、φ13についてはφ25×20、
　 φ25×13ブッシングが上流側に付属

高密度ポリエチレン管
φ25

埋設表示シート

EFエルボφ25

ネジ付融着継手（受口・挿し口）
ユニオンφ25

鋳鉄サドル付分水栓（防食フィルム）
分岐口径φ25

高密度ポリエチレン管
φ25

EFエルボφ25

EFソケットφ25

ネジ付融着継手（受口・挿し口）
ユニオンφ25

メータユニオン

1. 最小分岐口径はφ25とする事。
2. 止水機構付ＥＦサドルについても防食フィルムを巻く。

ポリスリーブ

図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

４－１図　番

給水管標準図

水道配水用ポリエチレン管取出φ25

志木市上下水道部水道施設課



公道 宅地内

官

民

境

界

止水機構付きEFサドル
分岐口径φ50
防食フィルム

配水用ポリエチレン管
φ50　JWWA K 144

ブッシングφ50×30・40

メータボックス

止水栓筐

EF両受ベンドφ50×90°

EF変換ソケット
メータ用φ50

EFソケット
φ50

ボール伸縮止水栓 上水
丸Hφ30・40

HIGN等

逆止弁
φ30・40

EFソケットφ50

HPPE挿し口一体

ボール乙止水栓
φ50　JWWA K 144

 EF片受ベンド
φ50×90°

EFソケットφ50

埋設表示シート

EFスクリュージョイント
ユニオンソケットφ50

EF両受ベンドφ50×90°

ポリスリーブ

図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

４－２図　番

給水管標準図　第１止水栓あり

水道配水用ポリエチレン管取出φ50

志木市上下水道部水道施設課



公道 宅地内

官

民

境

界

表示杭

水道用波状ステンレス鋼管(JWWA G 119)
C-SSP  SUS316

SUS伸縮可とう式継手
絶縁メータ用

メータユニオン

埋設型メータセット
φ20,13についてはφ25×20、
φ25×13ブッシングが上流側に付属

SUSサドル用分水栓ソケット
25×25P

防食フィルム
密着コア

SUS-AFT-D
サドル分水栓

埋設表示シート

ポリスリーブ

図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

４－３図　番

給水管標準図

ステンレス波状管取出φ25

志木市上下水道部水道施設課



量水器弁筺（丸水）

サドル分水栓A-AFT-D

SUSサドル用 分･止水栓ソケット
（50-30、50-40）

波状ステンレス鋼管SUS316(JWWA G 119)

※鋳鉄管の場合　密着コアST

ボール伸縮止水栓　上水
丸H　φ30、Φ40

水道メータ（上水ネジ）

宅地内公道

※乙止設置に関しては事前協議とする。

メータユニオン

SUS伸縮可とう式継手
絶縁メータ用

図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

図　番

給水管標準図

ステンレス波状管取出φ30～40

志木市上下水道部水道施設課

埋設表示シート

官

民

境

界

４－４



図面名称

制　定

改　定

縮　尺R7.10

４－５図　番

伸縮ボール止水栓　φ25

※本図は、参考図であって設計上の構造を規制するものではない。

志木市上下水道部水道施設課



図面名称

制　定

改　定

縮　尺R7.10

４－６図　番

伸縮ボール止水栓　φ30～50

※本図は、参考図であって設計上の構造を規制するものではない。

志木市上下水道部水道施設課



水道配水用ポリエチレン管両挿口付ボール止水栓　φ25 水道配水用ポリエチレン管片挿口付ボール止水栓　φ25

※本図は、参考図であって設計上の構造を規制するものではない。

図面名称

制　定

改　定

縮　尺R7.10

４－７図　番

水道配水用ポリエチレン管　両挿口付

片挿口付　ボール止水栓　φ25～50

志木市上下水道部水道施設課



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

４－８図　番

志木市上下水道部水道施設課

密着ステンレスコア　φ25～50



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

４－９図　番

志木市上下水道部水道施設課

ステンレス製サドル付分水栓　φ25



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

４－１０図　番

志木市上下水道部水道施設課

ステンレス製サドル付分水栓　φ50



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

４－１１図　番

志木市上下水道部水道施設課

SUS製継手　ソケット φ20～25



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

４－１２図　番

志木市上下水道部水道施設課

SUS製継手　ソケット φ30～50



図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

４－１３図　番

志木市上下水道部水道施設課

SF-SUS継手　分止　SUS31



メーターユニット　φ13 メーターユニット　φ20

メーターユニット　φ25

注記　この図は参考図であって、設計上の構造を規制するものではない。

図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

４－１４図　番

埋設用メーターユニット

φ13～25

志木市上下水道部水道施設課
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注記　この図は参考図であって、設計上の構造を規制するものではない。

図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

４－１５図　番

中高層建物用メーターユニット

φ13～25

志木市上下水道部水道施設課



注記　この図は参考図であって、設計上の構造を規制するものではない。

図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

４－１６図　番

中高層建物用メーターユニット 減圧弁付

φ13～25

志木市上下水道部水道施設課



注記　この図は参考図であって、設計上の構造を規制するものではない

図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

４－１７図　番

メーターバイパスユニット　逆止弁付

φ30～40

志木市上下水道部水道施設課



注記　この図は参考図であって、設計上の構造を規制するものではない

図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

４－１８図　番

メーターバイパスユニット

応急給水機能付　φ40

志木市上下水道部水道施設課



注記　この図は参考図であって、設計上の構造を規制するものではない

図面名称

制　定 縮　尺

改　定

R7.10

４－１９図　番

メーターバイパスユニット

応急給水機能付　φ50

志木市上下水道部水道施設課



BB

D
H

₁

D

A 掘削深さ1.5m未満(土留めなし) B 掘削深1.5m以上(軽量鋼矢板)

図面名称

制　定

改　定

縮　尺R7.10

５－１図　番

掘削断面寸法表

φ50～150　水道配水用ポリエチレン管

掘削断面寸法表

φ75～400　GX形　ダクタイル鋳鉄管

標準掘削断面図(DIP-GX、HPPE)

志木市上下水道部水道施設課
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アルミ腹起し材

切梁サポート 軽量鋼矢板Ⅱ型
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0
0以

上

掘削深 2.0ｍ未満
支保工1段(軽量鋼矢板)

アルミ腹起し材

切梁サポート 軽量鋼矢板Ⅱ型

掘削幅

5
00

掘
削
深

値
入
深

2
0
0以

上

掘削深 2.0ｍ以上
支保工2段(軽量鋼矢板)

5
00

切梁サポート

掘
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幅

平　面　図
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750 7502500
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2500

4000

軽量鋼矢板Ⅱ型

アルミ腹起し材 アルミ腹起し材

切梁サポート

図面名称

制　定

改　定

縮　尺R7.10

５－２図　番

土留工標準図(軽量鋼矢板)

断　面　図
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